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Abstract

lnJ-PARC,wemanagetheacceleratordevicesdatausingtherelationa盲database.豊tisusedfbrmanagmgphysical

valueofalldevices.WerequestthedatabasetogenerateEPICSrecords,andthemanageddatamustalwaysthelatest.

Somedataistreatedbyoperatorwhodoesn'tenoughexperienceofdatabaseinput. 汀theyfee呈theinputisdiffiCuit,

theinputofthedatabasestagnates.lntheworstcase,thedatabasemightnotbeused.

ThispaperreportsthedatabaseGutforoperatorwhodoesn'tenoughexperienceofdatabase.

加速器コンポーネントデータベース の ユ ー ザ ー

1.はじめに

∫-PARCでは機器の物理情報､及び制御情報をデー
タベース (以下DBとする)により管理することが決
定し､その構築が行われている｡このDBは､加速器
構成機器のデバイス値を物理値に変換するパラメー

タなどの管理や､EPICSレコー ドの自動生成などJ-

PARC制御のコアとなる部分で､常に最新の正確な
デ-夕に更新され続ける必要がある｡

このDBで管理されているデータの更新は各装置の
担当者が行うため､D鋸こ関する知識 ･経験を十分に
持たない人もこのDBを操作することになる｡このよ

うな背景から､装置担当者がDBの知識を持たなくて

も容易に利用可能なグラフィカルユーザーインタ-
フェイス (以下GUⅠとする)がなければ､装置担当
者がDBを活用することを敬遠するようになり､最悪
の場合は全く活用されない状態に陥るであろうO

本報告は､DBの使用経験が乏しい装置担当者 が 効
率的に活用できるDBとなることを目的としたG U 三 の
作成に関するものである｡

こ.設計

ェイスとする
ためには､まず､わかりやすいものでなけれ

ばならないOそのために､以下の点

に留意する｡① 一度に表示する操作項目は必要
最か限とする② 操作の

階層は浅く｡③ 少ない操作で目的

を果たす｡これらを実現するために､まず､DB

に対して行わーE-mail:kaz⊥wa@linac.tokai.jaeri.go.jp

フ ェ イ ス 開れる操作の抽出 ･

整理を行う.2.1D

B操作の抽出まず､今回のGUIに関 して､デ-夕

の編集作業は行わないことを前提とした｡理由は以下の2

点である｡① DBのテ-ブル構成がまだ明確に
固まっていないため､テ-ブル構成の変更に

よって編集画面もその都度変更になってしま

う恐れがある② 現在､機器や制御信号の情報はEX
CELファイル形式で収集しているが､今後

もしばらくはEXCELファイルでの情報収集が
メインとなると予想され､デ-夕の更新はフ

ァイルのインポ- 卜のみとした方がも都

合が良い｡データの編集搾業は制御 ゲル-
プが指定 した7オーマ､ソトのEXCEL77イ)=二よHf

十うもU〕とし､編集機能
は省略するo編集 機 能 が 省 略 さ れたことにより､D

Bへのデ-夕追加 舟 更 新 は す べ て EXCELファイルか

ら入力することに な る 0 3 -PARCは 信号だけでも数万
点あると思わ.. _ ､ ∴ ‥ 一 ･

●.,-- ● ､● 一 -

-接インポ- 卜 す る 機 能が

必要であるo次に､ijBの GuⅠで ある以上､DBに入

力されたデ-夕を閲覧する機 能 は栗かせなno この

ときもユ-ザ-は､多くの場合すべてのデ-夕が

見たいわけではなく､任意の条件により絞 り込んだ

デ-タを必要としてnるはずであるOそこで､希望す
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りフィルタリングし､それに関連するデータの率で
必要な項目だけを取り出せる機能が必要となる｡

また､ここで取り出したデータは､そのままでは
データベースへの入力順となっているので､並び替
える必要がある｡並び 替えはフィルタリングにより
取り出された項目によ るソ- 卜以外に､機器の配置
順でのソー トができる ことが望まれる｡

ここまでで､ユーザ -が希望するデータの表が
GUⅠ上に表示されるが ､ ユ-ザ-の多くは閲覧する
だけではなく､デ-夕 のチェック､編集､印刷など
別の目的がある｡そこでこの表をオフラインでも利
済できるよう､王XCELフ ァイル形式でエクスポ- ド
する機能も必要である O

よって､操作として 必 要な項目は､インポ- 卜､
フィルタ､表示項目選 別 ､ソ- ト､エクスポ- トと
いうことになる｡

このうち､フィルタ に 関しては､その条件を設定
するため､設定画面が 必 要となる.この設定画面は
フィルタボタンをクリ ック後､サブウィンドウとし
て表示することにする｡設定されたフィルタ条件は
ウィンドウ上方に表示する｡

図 1.メインウ

インドウ図1は実際
に作成したメインウインドウである｡メニューは､実際に右手でボタンを押す

ことイメ-ジしたとき､押しやすい位置となる右
側に配置し､操作性を考慮して､大き目のボタンにし

た｡2.2利用価値を高める機能ここまでは単純
に操作画面の使いやすさについて述べたものであるが､DBの操

作画面としてより重要なのは① データの
リレーションを清岡し､リンクをたどることで
目的のデ-夕への到達時間を短縮する

｡② 出力されたファイルが利用価値の高いもの

であること｡という点である｡これらの目的にあったフィルタ及びソー ト方法を 実

装する必要があをるOコ.2.1ソーート

ユーザ-がゾ- 卜をかける理由の多くは､以下の

ようなものと獲測される｡① 表にある機器の物
理的配置脂が知りたいO② 蒙にある

機器の中で同一種類の機器をまとめ､デ-夕に抜け ◎誤り

がないかチェックしたいOよって､必要なソーーート処理は､配置による､j---1一
卜と蓑の各項目によるソ- 卜とnうことにな

るO項目によるゾ- 卜は､ユ-ザ-の方考が藍寛
仁監Lの操作 に十分慣れているとい うこともあ りも

EXC監Lでのソ- 卜と同様にカラムのヘッダをク
リックすることで昇順､降服､ソ- 卜なしを切吟替

えられるようにしたO2.2.2フィルタユ-ザ-から要求されるフィ
ルタは､絞込みに使周したい項目がDBの項目のほ

ぼすべてになる可能性があり､条件設定の画面を工業しなければ項目

を選択するだけでも大変な労力となりうるOそこで､まずは､フィルタ

に何を求めているのか整理する｡フィルタに使
頗する項削ま大きく]＼- ドウェア情報とソフトウェア情報

に分けられるOまずはハ- ドウェア鰭童について考える｡フィルタリングに使用す

る項削ま物理的エ リア､ゲル-プ､加速構造､機器
タイプ､直列 に接続 される機器のグループ､ケ-ブル配線ル- 卜､制御盤 等

が収納されるラックが考えられるOそ こで ､ハー ドウェア倍率摘もらフィルタリングに経 済す る項 巨掴ま上

記のものに限定する｡次にソフト情報の率で､フィル タ リングに使頗 する項目は､データ形式､EPⅠCSか紺ofhEPⅠCSか ､ ほC

コントロ-ラタイプ (

pLC､VはE､CA鮎C､EはB-LA国など)が考えられる｡ソフトウェア情報も上記の項目に限定し､これ以外の項削まフィルタ項目から除外する｡
': 1 - - 1 I:...-. ･
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また､図 3の よ うに､セ ル を選択 し右 ク リックす
ることで､そのセルの内容によってフィルタリング

できる簡易フィルタも頗意するo

図3.簡易フィルタ2.

2.3表示項目選別フィルタリングされた項目に
関連付けられた項目は多岐におよび､すべてを表示
すると非常に見辛い表になってしまう｡そこで､表
示する項目を選別しユ-ザ-が必要とするシンプル
な表を出力できるようにする｡このとき､指定され
た項目が存在しない機器が混在していることもある
と考えられる｡このような場合は ｢ⅣotUse｣が入
るようにし､すべての機器に対し表

示項目をそろえる｡2

.2,4インポー トデータの入力は先にも述べたと
お り､EXCELファイルを､インポ- 卜機能を

使用して読み込み､DBに入力するOこのEXCELフ
ァイルのフォーマットはJ-PARC制御ゲル-プが周意した

ものを使周する｡2.

2.5エクスポ- ドフィルタやソ- 卜を使頗し要
求する情報をウインドウに表示させた後､監XCEL

ファイルとして取 り出すOエクスポ- 卜後､EXCEL
ファイルの生成に使用 したフィルタ条件は､再度利
頗する可能性があるそ こでエクスポ- トする際も､表の先頭にフィルタ

の条件を相加するO~二rI'rLI'l=-

:=1:::-Gu‡開発にはも開発言語として
3鯛Aを選択した｡- ■一

一 +t′を使鼎したものになると思われる
oLかし､機器情報の入力や､編集､資料作成などは済

まmdo闇S上で行われるOよって､どちらのプラ

ットフォ-ムからでも同様にDBにアクセスできる必要があ
る｡5鬼VAを使周してGUⅠ作成を行えば､ま

ったく同じ操作性を削ndowsにもLinu
xにも提供できる｡DBには無料でありながら高機能であるPostSreS

QLを使用したOまた､JAVAプログラム中のDBにアクセスする部分 ._ 二･ 一 ､+1

- :~ルマッピングツ-ルを使頗す
ることにより､オブジェクト指向とおもう3㍍Aの利点
を損なうことなくプログラミング

することができたO:

?'T ･･機器､および信号の情報が集ま
るに従H､Åわるべき情報の種類も増えもD誤の完

成度を上げるため､チ-ブルの構造は鹿妻変更せざ
るを得なくなるO本報告のようなGU王ならばテーブ
ルの変更をプログラムで隠蔽することで､ユ-ザ-
は変更点を意識することなく操作

することができるOしかしながら､このままでは､
fほの恩恵を十分に享受して

いるとは言い難いO現在でも､DBに入力されて
いるデ-夕は二次元の表一つで表現するには無理があ

るものが多いOこの間題を解決するにはすべての
テ-ブル構造を完成させ､それらにスムーズにアク
セスでき､なおかつi-PA温Cの機器情報管理という
業務に最適な構造を持ったGUiを用

意する必要があるO今後は､さらなる機器情報の
分析を進め､効率の良いテ-ブル構造の検討と､3-P
ARCの運営に欠かせないツールとなりうるGUIの設
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